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JQAの概要

JQAは、製品・システム及び環境等に関する品質保証等を行う
国内最大級の公正中立で総合的な第三者認証機関です。

名称
（英文名称）

一般財団法人日本品質保証機構
（Japan Quality Assurance Organization）

理事長 石井 裕晶

本部所在地 東京都千代田区神田須田町1-25

設立年月 1957年（昭和32年）10月28日

事業収入 212億円（2025年度）

役職員数 1,242名（2026年4月1日現在）

事業所 東京・愛知・大阪・福岡等、全国18ヶ所

温室効果ガス排出量･吸収量の審査･検証､環境情報の評価など
を通じて､地球環境問題解決に向けた組織（企業・自治体な
ど）の活動を支援しています。

サステナビリティに関する審査・評価・支援

マネジメントシステム認証
（ISO 9001･ISO 14001 等）

電気･電子､医療機器､
車載機器の認証・試験

計測器の校正・
特定計量器の検定

マテリアル試験
建物･インフラ評価

JISマーク認証
（鉄鋼･一般機械･情報処理
等）

ロボット安全評価
ドローンサービス品質認証
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JQA地球環境事業部の歩みとJQA検証人の特徴

JQAは2004年から20年以上サステナビリティに係る事業を拡大してきました。
サステナビリティ情報検証を始め､専門性の高い検証人を拡充しています。

電力
メニュー
の検証

✓ 現場目線の保証が特徴
• 30年以上のEMS（ISO 14001）審査、20年以上のGHG排出量の検証実績を持つ組織であり、
 専門性を持った検証人が現地に伺い、現場に改善点等の気づきを付与する検証を提供。
（検証人は、理系学部出身者を中心とし、工場等の現場研修など体系的な研修や実地トレーニングを実施）

✓ 限定的保証から合理的保証水準まで幅広く保証ができる力量
• SHIFT制度の前制度であるASSET制度では、180事業者以上の検証の実績があります。

• JQAは、クレジット制度における検証実績も多数あり､合理的保証水準の検証を提供することが可能。
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JQAのサステナビリティ領域サービスの特色

各種委員会に参画するほか、一気通貫した制度対応力と、
制度要件に応じ最適な保証水準を提供しています。

20年の実績･高度な専門性 一気通貫した制度対応力 制度に合せた保証水準の提供

✓ 金融審議会
• サステナビリティ情報の開示と
保証のあり方に関するWG

• サステナビリティ情報の保証に
関する専門グループ

委員

委員

✓ サステナビリティ関連団体
• 一般社団法人

温室効果ガス審査協会
• 一般社団法人

サステナビリティ情報審査協会

代表理事

副会長

✓ 幅広い制度への対応能力
• SSBJ（サステナビリティ情報開示）
• SHIFT制度
• GX-ETS（排出量取引制度）
• SBT(Science Based Targets)
• CDP(Carbon Disclosure Project)

ISO 14065 認定取得

✓ 国際規格に基づく力量

✓ 限定的保証
• 消極的な意見

検証報告書記載例：
事業者のGHG排出量において、算定
基準に基づいて作成されていないと
認められる事項は発見されなかった。

✓ 合理的保証
• 積極的な意見

検証報告書記載例：
事業者のGHG排出量において、算定
基準に基づいて、全ての重要な点に
ついて適正であると認める。

GXリーグの第三者確認機関登録（第2フェーズ登録完了）金融庁法定開示の保証業務実施者に登録申請予定
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地球環境事業部 サステナビリティ営業課

電話：03-4560-5600（代表）

E-mail：chikyu-sus@jqa.jp

ご相談・お見積り等のお問合せは、下記宛にご連絡ください。

本資料はお客様またはお客様内部で利用することを目的とし、当機構が信頼に足ると思われる公

開情報に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性および信頼性を保証するものではありま

せん。
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